
本
化
題
目
宗
創
唱
の
悌
教
史
的
意
義

~ 

恒1

田

悪

忍、

悌
滅
後
二
千
百
七
十
一
年
、
末
誌
に
入
っ
て
よ
b
一
百
七
十
一
年
に
嘗
b
、五口組
H
蓮
聖
人
（
〉
ロ
ロ
ぉ

lHM∞
ω）
は
本

化
上
行
の
自
費
に
立
ち
、
本
門
書
量
品
立
脚
の
人
格
主
義
的
法
華
経
観
を
一
題
目
に
蹄
納
せ
し
め
た
る
題
目
宗
を
建
立

し
給
ふ
た
。
然
る
に
そ
の
動
機
を
以
て
彼
の
滞
土
宗
の
開
施
法
然
（
〉
UHHωω
｜
】
白
ω）
の
寂
後
僅
に
四
十
一
年
に
し
て

立
敢
闘
宗
せ
し
年
代
的
接
近
や
、
そ
の
立
敬
の
形
式
の
念
悌
宗
に
劃
す
る
題
目
宗
と
い
う
如
き
類
似
よ
り
、
叉
立
正
安

闘
論
戸
御
一
遺
文
三
七
八
〉
そ
の
他
佐
前
の
姐
書
中
屡
i
法
然
を
論
議
す
る
等
よ
b
推
論
し

τ、
越
し
て
彼
と
封
立
的
に
此
題

目
宗
を
典
立
せ
し
知
く
想
う
者
決
し
て
鮮
し
と
せ
ぬ
。

吾
日
蓮
聖
人
の
立
敢
闘
宗
は
、
然
る
に
、
是
の
如
き
浅
薄
な
る
封
立
観
よ
b
起
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
予
は
弦
に
聖

人
濁
特
の
法
華
経
及
法
華
本
門
の
信
仰
に
根
基
す
る
昔
越
本
三
重
配
営
に
立
つ
三
岡
偽
敬
史
観
の
上
よ
り
、
今
一
つ
は

法
然
ミ
共
に
同
じ
く
叡
岳
よ
り
堀
超
せ
る
こ
の
二
大
事
賞
よ
り
題
目
宗
を
営
然
創
唱
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
、
そ
れ
が

本
化
題
目
白
川
創
喝
の
伶
殺
史
的
意
義



本
化
題
目
宗
創
附
の
働
教
典
的
窓
義

偶
々
そ
の
内
容
は
兎
に
角
、
念
備
宗
に
劃
す
る
題
目
宗
、
備
費
宗
に
到
す
る
仲
間
賓
宗
の
劃
立
が
教
界
に
現
出
せ
し
に
過

ぎ
ぎ
る
乙
と
を
遮
ペ
ゃ
う
と
想
う
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
れ
の
口
吻
を
異
似
た
と
か
、
費
抗
的
の
意
味
で
な
〈
、
右

二
点
よ
b
営
然
唱
道
せ
ざ
る
を
得
ず
し
て
唱
道
せ
し
事
組
の
濁
創
的
唱
道
た
る
こ
Z
を
明
に
し
た
い
正
想
ム
の
み
。
卸

も
消
極
的
、
模
倣
的
な
ら
守
し

τ、
積
極
的
、
濁
創
的
動
機
に
由
来
す
る
乙
と
を
明
に
す
れ
ば
事
足
る
の
で
あ
る
。

凡
そ
翠
組
一
代
の
主
張
は
飽
く
ま
で
破
邪
瀬
正
よ
b
外
に
は
な
い
。
天
台
惇
教
を
以
て
法
華
惇
燈
の
先
制
と
し
て
推

載
す
る
場
合
は
、
昔
経
友
昔
経
導
師
を
破
訴
す
る
椛
賓
判
の
日
に
於
て
之
色
川
町
即
日
人
ご
す
る
が
、
そ
の
本
門
本
費
に
立

脚
し
て
、
彼
れ
の
遮
門
始
費
に
過
ぎ
ぎ
る
こ
ご
を
道
破
し
て
、
本
化
の
自
費
を
叫
ぶ
本
迩
判
の

H
K
於
て
は
、
敢
然
と

し
て
彼
等
を
目
し
て
越
化
と
い
ひ
、
そ
の
敷
法
を
指
し
て
去
暦
昨
食
と
言
以
放
っ
て
ゐ
る
。
以
て
題
目
宗
の
願
正
の
外

は
凡
て
古
今
の
悌
教
諸
家
に
到
し
て
破
邪
的
批
剣
の
立
場
を
取
b
し
乙
と
を
認
む
ぺ
主
で
あ
る
。
故
に
遺
文
会
篇
題
目

宗
の
創
唱
の
外
は
轟
く
他
宗
、
他
数
民
劃
す
る
破
邪
的
批
判
の
み
。
従
て
遣
す
弘
会
篇
は
題
目
宗
の
立
場
に
立
つ
他
宗
批

判
の
外
何
物
も
な
い
。
そ
れ
が
徹
頭
徹
尾
絶
劃
訴
伏
主
義
に
立
つ
乙
と
は
如
何
に
し
て
も
見
逃
す

J

べ
か
ら
ざ
る
特
色
と

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
絶
針
訴
伏
主
義
が
そ
の
根
本
精
紳
に
し
て
、
揖
受
、
折
伏
時
に
遁
ふ
・
と
は
そ
の
悉
坦
的
方
便

に
過
ぎ
ぎ
る
乙
と
を
骨
℃
強
調
さ
れ
た
る
本
化
揖
訴
論
の
著
者
間
中
居
士
の
鑑
識
を
偉
な
h
z
せ
F
る
を
得
泊
。
又
久

し
〈
日
蓮
主
義
の
何
た
る
を
究
め
守
、
復
究
め
ん
と
せ

g
b
し
村
上
博
士
の
、

一
朝
之
を
究
め
て
、
『
親
鷲
日
蓮
雨
聖
人



に
就
て
』
を
彼
の
哲
皐
雑
誌
上
に
公
開
き
る
、
に
於
て
、

け
蓮
の
敬
義
と
他
宗
教
義
と
は
根
本
的
に
相
容
れ
ぎ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
日
蓮
を
容
れ
、
ば
他
宗
立
た
ず
、
他
宗
を
容
れ
、
ば
日
蓮
が
相
立
た
ぬ
こ
と
に
な
る
三
い
は
れ
た
の
は
、

さ
す
が
に
博
士
も
そ
の
絶
封
訴
伏
主
義
の
片
鱗
を
認
め
た
れ
ば
乙
そ
、

乙
の
驚
異
の
語
を
愛
せ
ら
れ
し
に
相
違
な
い
。

是
蓋
し
天
台
の
謂
ゆ
る
『
若
し
僚
経
を
弘
む
る
に
敬
相
を
明
き
立
る
は
、
義
に
於
て
傷
る
乙
と
な
し
、
若
し
法
華
を
弘

む
る
に
敬
相
を
明
き
℃
る
は
文
義
侠
く
る
乙
と
ゐ
b
。
」
（
主
義
組
蓋
合
本
十
ノ
上
一
空
む
の
法
華
宗
由
来
の
惇
統
的
精
神
の
然

ら
し
む
る
所
で
あ
る
。
況
や
型
組
の
教
義
た
る
、
『
今
日
還
が
弘
通
す
る
法
門
は
せ
ば
き
や
う
な
れ
ど
も
甚
だ
深
し
。
其

の
故
は
彼
の
天
台
惇
数
等
の
所
弘
の
法
よ
b
は
一
重
立
ち
入
b
た
る
故
品
。
』
（
閉
店
陣
金
五
品
御
返
事
八
五
ニ
）

に
於
て
を
や
。

是
れ
屡
ん
γ

本
化
大
法
を
弘
む
る
の
士
の
特
に
一
代
聖
歌
に
遁
達
し
、
入
宗
の
章
疏
伝
習
皐
す
べ
主
ハ
砕
白
谷
入
型
店
仰
脊
二
一

る
を
糊
誠
し
給
ふ
所
以
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
本
化
宗
串
に
沈
潜
す
る
漸
く
久
し
う
し
て
、
遂
に
題
目
の

深
義
に
参
到
し
、
徹
底
し
得
る
と
共
に
、
悌
敬
諸
家
の
串
に
自
ら
通
達
し
得
る
の
得
が
あ
る
。
赴
れ
先
師
中
、
行
串
朝

師
、
中
興
三
師
、
啓
蒙
講
師
、
網
要
導
師
、
優
陀
那
輝
師
等
が
本
化
大
法
題
目
の
幽
義
を
得
た
り
し
と
共
に
、
悌
救
諸

家
の
皐
に
造
詣
す
る
に
於
て
精
枝
な
b
し
所
以
に
あ
ら
。
さ
る
を
待

A
や
で
あ
る
。
日
正
れ
吾
人
の
大
に
宗
皐
に
深
く
造
詣

す
べ
き
を
現
代
に
絶
叫
す
る
衣
第
で
あ
る
。
買
に
吾
宗
に
於
て
は
宗
皐
を
捌
い
て
悌
数
諸
家
事
に
走
ら
ず
と
も
、
宗
風
干

に
渡
頭
H
漸
く
久
し
う
し
て
、

い
つ
し
か
自
ら
他
宗
皐
に
遁
遣
し
得
る
の
得
が
あ
る
。
吾
家
の
血
中
徒
た
る
者
宜
し
く
蕊

本
化
題
目
宗
創
附
の
傭
教
史
的
意
義



本
化
題
目
宗
創
喝
の
崎
町
我
史
的
意
義

四

に
猛
省
一
番
す
べ
き
で
あ
る
。

き
て
然
ら
ば
正
し
く
吾
姐
の
悌
敬
史
観
果
し
て
如
何
。
五
日
大
型
人
の
悌
数
史
観
は
大
悲
艦
、
善
見
律
に
明
さ
れ
た
る

正
像
末
三
時
観
の
上
に
、
法
華
経
法
本
二
門
開
頴
の
要
旨
た
る
昔
迩
本
三
重
配
営
の
次
第
仁
依
る
の
で
あ
る
。
（
大
集
艇
に

は
三
時
を
開
い
て
五
ケ
五
百
歳
。
乞
説
い
で
あ
る
、
共
に
訓
喜
一
胞
の
依
る
所
で
あ
る
。
）
正
法
偶
数
千
』
は
、
偽
滅
後
一
百
年
大
天
（
聞
の
ω
g
m
v・
）
の
出

世
に
よ
b
、
小
乗
数
中
上
座
部
、
大
衆
部
の
封
立
を
生
じ
、
滅
後
百
年
よ
り
二
三
百
年
の
聞
に
於
て
本
末
二
十
部
の
舟

裂
と
な
b
、
乃
至
六
百
年
の
馬
嶋
（
〉
り
き
与
・
l
）
以
後
大
乗
数
興
隆
し
、
七
百
年
の
龍
樹
（
〉
ロ
凶
C
E
r－
－
）
提
婆
（
〉

0
8。

仰
げ
・
）
九
百
年
の
無
著
（
〉

utrσ
・l
）
世
親
（
〉
ロ
色
。
与
－
l
）
以
后
蘭
菊
相
競
う
那
蘭
陀
敬
畢
の
最
盛
期
を
現
出
し
、
此
れ

よ
b
誇
経
の
三
蔵
陸
績
支
那
に
渡
来
し
て
経
論
を
惇
誇
せ
し
時
代
そ
線
稽
し
て
か
く
い
う
の
で
あ
る
。
是
れ
三
重
配
営

に
於
て
昔
経
流
布
の
時
代
ご
い
う
ぺ

3
で
あ
る
。
ι

即
ち
偽
滅
後
約
千
年
を
以
て
正
法
悌
敬
、
昔
数
時
代
ご
す
る
の
で
あ

る
。
衣
に
像
法
備
数
と
は
如
何
。
支
那
隙
陥
の
代
に
出
世
せ
る
天
台
（
〉
り
い
円
∞

l
g
d
以
前
の
南
三
北
七
十
家
及
び
党

宅
寺
桂
一
雲
（
〉
UJE411iso）
の
出
繋
宗
よ
り
天
台
の
法
華
宗
、
賢
首
（
〉
U
G
E
1
2
N）
の
華
巌
宗
、
嘉
群
（
〉
U
Uお
l
g
d

の
三
論
宗
、
慈
思
〈
〉
U
E
ω
1
2
3
の
法
相
宗
、
善
無
畏
（
〉
UGω414ωω
）
不
空
（
〉
ロ
叶
8
1
4
4』
）
金
剛
智
（
〉
U
O
S
1
4
ω
M）

三
三
臓
の
異
言
宗
、
達
磨
（
〉
ロ
泊
。
l
S∞
）
の
樺
宗
、
善
導
（
〉
ロ
Eω

。
巴
）
の
津
士
宗
、
道
宣
（
〉
口
説
。
1
2
4）
の
律
宗

等
陳
陪
の
頃
よ
b
唐
朝
の
末
に
李
一
る
ま
で
の
救
剣
偽
救
興
隆
時
代
を
以
て
像
法
偽
教
の
前
期
と
す
べ

3
で
あ
る
。
勿
論



こ
の
時
代
に
も
羅
什
（
〉
ロ
ω怠
l
b
ω
）
の
代
表
す
る
奮
需
の
誇
風
よ
b
玄
弊
（
〉
U
S。
。
。
品
）
の
代
表
す
る
新
課
の
鐸
風

に
縛
換
す
る
惇
諜
の
史
貫
も
認
む
べ
き
だ
が
、
そ
の
主
潮
は
数
判
悌
殺
に
あ
っ
た
。
然
し
て
そ
の
中
に
於
て
、
天
台
を

以
て
震
丹
の
小
稗
迦
ご
稀
す
る
に
見
て
も
、
又
そ
の
敬
刊
の
組
織
の
庚
大
に
し
て
、
横
縦
乗
ね
備
は
争
、
部
に
約
し
、

敬
に
約
し
到
れ
b
謹
せ
る
に
於
て
第
一
等
を
許
す
も
の
は
、
そ
の
天
台
の
人
物
の
偉
な
る
に
依
る
は
勿
論
な
る
も
、
そ

の
所
依
敬
典
の
諸
経
中
王
法
華
に
依
hv
し
が
故
な
ら
ず
ん
ぽ
あ
ら
や
’
a
賃
に
天
台
は
嘗
時
数
判
悌
敬
界
の
王
者
と
し
て

駕
御
せ
し
概
な
き
を
得
な
い
。
吾
日
蓮
理
人
の
見
解
に
依
れ
ば
像
法
備
敬
を
以

τ法
華
遮
門
流
布
の
時
代
と
な
し
、
諸

他
の
一
切
諸
宗
は
貨
は
正
法
時
代
に
乙
そ
要
あ
れ
、
今
の
要
に
非
ず
と
な
す
の
で
あ
る
。

い
は
立
諸
他
の
宗
師
は
ゐ
れ

ど
も
天
台
の
光
に
奪
は
れ
て
少
在
属
無
に
障
す
る
の
格
の
み
。
次
に
本
朝
に
至
b
℃
は
、
奈
良
六
宗
も
平
安
初
期
の
俸

数
（
〉
U
2
4
∞
mwS出
世
の
錫
め
の
前
梯
に
す
ぎ
ず
、
同
時
代
の
弘
法
（
〉
凸
44串
∞
ωひ
）
の
真
言
宗
も
、
下
h
v
τ

築
西
（
〉

ロ
己
注
l
H
N
H
U）
大
日
等
の
鵡
宗
も
、
法
然
（
〉
ロ
＝
ωω
｜
話
回
ω）
の
念
備
宗
も
要
す
る
に
正
法
悌
殺
の
残
輝
の
み
。

叡
岳

に
起
。
し
慈
畳
（
〉
ロ
4
2
1
2串
）
智
証
（
〉
U
2串
l
1
8
H
）
安
然
（
〉
ロ
∞
4
4
$・
）
恵
心
（
〉
ロ
草
ω
l
E
H
4）
の
偽
殺
さ
へ
天
台

末
事
と
し
℃
そ
の
樺
賞
雑
乱
を
札
弾
し
て
巳
ま
ず
。
況
や
弘
法
、
築
西
、
法
然
の
備
殺
を
や
。
日
本
傭
殺
の
過
去
に
於

り
る
唯
惇
敬
あ
る
の
み
。
念
離
の
如
き
吾
組
の
眼
中
僅
に
「
い
う
に
甲
斐
な
主
樺
宗
静
土
宗
』
「
関
口
H
紗
七
五
四
）

に
過
ぎ

・
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
惇
救
を
中
心
と
す
る
此
等
の
像
法
備
敬
之
を
そ
の
后
期
と
な
す
。
市
も
そ
の
中
心
は
法
華
経
遁

本
化
題
目
宗
創
唱
の
仰
敬
史
的
怠
義

五



本
化
題
目
宗
創
喝
の
係
数
史
的
怠
義

ノ、

門
の
仰
敢
に
あ
h
て
、
諸
他
の
備
数
は
こ
れ
叉
正
法
の
要
で
あ
っ
て
、
今
の
要
に
あ
ら
令
。
宜
な
る
哉
惇
殺
の
叡
山
悌

数
の
背
景
を
以
て
悌
教
大
串
視
す
る
乙
と
に
於
て
自
他
の
共
許
す
る
乙
と
や
。
か
く
し
て
五
口
組
は
滅
後
千
年
後
の
像
法

悌
敬
を
以
て
法
華
経
悲
門
の
悌
敬
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
末
法
の
備
敬
と
は
知
何
。
末
法
三
は
減
后
二
千
年
の
備
数

で
あ
っ
て
、
買
に
は
築
西
、
法
然
の
出
世
は
す
で
に
末
法
に
入
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
法
然
に
就
い
て
は
遺
文
中
到
る
慮

に
之
を
論
議
し
、
大
日
道
隆
等
ご
い
へ
ど
柴
西
に
つ
い
て
い
は
ず
、
通
漫
に
縄
念
二
宗
の
徒
を
？
？
も
の
は
法
然
築
西

の
末
流
を
い
う
の
に
外
な
ら
ぬ
。
克
に
ま
た
道
元
（
〉
ロ
ロ

glHNωω
）
親
鷺
（
〉
ロ
ニ
。
∞

l
E
S）
に
就
て
は
ぞ
の
出
世
ほ

立
同
時
代
な
る
を
以
て
特
に
指
摘
し
て
い
は
ぎ
れ
ど
、
惟
う
に
『
い
う
に
か
ひ
な
き
離
宗
浄
土
宗
』
の
中
に
こ
も
れ
り

と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
の
末
法
の
悌
殺
を
以
て
吾
姐
は
怯
華
経
本
門
の
悌
敬
と
な
し
、
末
法
の
時
代
に
於
℃
は
天

台
惇
敬
の
像
法
備
敬
、
遺
門
偽
敢
な
ほ
且
去
暦
昨
食
と
桓
排
し
た
の
で
あ
る
。
況
や
正
法
の
要
な
る
南
都
六
宗
や
、
異

言
や
、
韓
念
を
や
。
そ
の
己
を
迂
う
す
る
も
の
た
げ
よ
月
輝
の
飴
光
の
み
。

乙
の
信
念
に
立
つ
が
故
に
、
題
目
宗
、
本
化

妙
宗
の
旗
印
を
高
揚
す
る
と
共
に
『
法
華
訴
伏
破
樺
門
理
』
（
如
詑
修
行
妙
九
六
八
〉
の
利
鈍
h
T
振
は

5
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

三
園
悌
敢
史
観
仁
於
て
吾
組
の
眼
中
正
法
備
敢
に
於
て
龍
樹
、
天
親
あ

b
、
像
法
悌
敬
に
於
て
天
台
惇
敢
あ
b
し
の

み
。
そ
れ
も
巌
密
に
い
ふ
時
、
稗
章
、
天
台
、
惇
敬
、
日
蓮
と
戎
第
し
、
こ
れ
を
以
て
三
岡
四
師
と
稀
し
そ
の
衣
第
を



外
相
承
と
な
し
て
ゐ
る
。
（
報
開
第
一
四
七
九
、
何
れ
も
符
館
三
日
悌
殺
を
出
し
襲
撃
行
者
値
一
難
事
一
O
二
四
｜
本
命
紗
・
九
三
六
二
O
二
五
銅
山
仰
木

雲
山
九
七
入
、
共
に
コ
日
間
四
師
を
酎
宇
）
赴
れ
三
岡
悌
敢
史
上
法
華
惇
燈
の
師
と
し
て
天
台
惇
殺
を
敷
へ
、
む
し
ろ
昔
致
導
師
訴

伏
の
加
担
人
ご
な
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
末
油
備
数
弘
通
の
任
に
堪
へ
得
る
者
誰
ぞ
や
や
断
定
す
る
に
至
り
で
は
、
本

化
上
行
の
自
費
に
立
も
骨
て
神
力
品
塔
中
に
於
て
本
備
蒋
傘
よ
b
四
句
に
結
要
さ
れ
た
る
妙
法
五
字
を
末
法
に
弘
宣
す

ぺ
き
別
喝
を
輿
へ
ら
れ
し
大
自
畳
に
立
ち
、
そ
の
相
承
に
於
け
る
、
本
偽
蒋
傘
、
本
化
上
行
、

日
蓮
の
戎
第
な
る
を
述

ぺ
て
、
之
を
内
証
異
質
直
授
の
相
承
と
な
し
た
え
親
心
本
一
等
妙
に
先
だ
っ
二
ヶ
月
の
芳
法
一
苦
手
門
翫
働
法
血
一
脈
丸
一
七
に
之
を
稜
表
し
て
あ

る
。
〉
是
れ
末
法
悌
敢
と
し
て
法
華
経
本
門
の
本
法
題
目
宗
建
立
流
布
の
日
は
天
台
惇
殺
も
街
ほ
語
化
線
付
の
士
に
す
ぎ

十
、
従
っ
て
そ
の
敬
怯
も
去
暦
昨
食
の
み
と
な
す
。
迩
化
す
で
に
然
b
況
や
天
台
末
皐
を
や
。
北
口
数
導
師
弘
法
、
集
西
、

法
然
の
徒
を
や
。
況
や
復
た
彼
等
の
末
流
を
や
。
末
法
唯
一
の
導
師
は
唯
吾
施
日
蓮
型
人
あ
る
の
み
。
末
法
唯
一
の
敬

は
妙
法
七
字
宗
教
あ
る
の
み
。
大
憂
茶
羅
あ
る
の
み
。
題
目
宗
あ
る
の
み
。
か
、
る
結
論
は
賃
に
昔
連
本
三
重
配
営
に

立
つ
吾
組
濁
特
の
三
園
傭
敬
史
観
よ
b
断
乎
載
然
と
し
て
之
を
論
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
右
は
開
目
、
本
章
、
撰
時
、

報
恩
諸
紗
の
設
意
に
従
っ
て
之
を
論
述
し
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
吾
人
の
胸
臆
に
出
づ
る
に
非
守
口

次
に
同
じ
く
嘗
年
の
致
傑
法
然
、
日
蓮
を
輩
出
せ
る
比
叡
山
上
の
廿
仲
間
集
よ
b
之
を
論
述
し
て
見
た
い
と
想
ふ
。
賃

に
比
叡
山
は
山
そ
れ
自
ら
が
過
去
に
於
り
る
日
本
悌
致
を
事
現
二
面
に
於
て
統
一
し
っ
、
ぁ
b
、
従
っ
て
開
姐
縛
数
に

本
化
題
目
白
示
創
唱
の
品
開
設
奥
的
意
義

七



本
化
題
目
宗
創
喝
の
傍
敦
史
的
意
義

y、、

備
致
的
王
者
の
風
格
ゐ
る
を
想
は
し
む
る
程
そ
れ
程
日
本
綜
A
口
偶
数
大
事
の
観
が
あ
っ
た
。
乙
の
山
に
は
惇
敬
よ
り
以

后
に
於
て
叡
山
傭
数
を
賞
際
化
し
、
時
代
相
臆
宗
た
ら
し
め
ん
’
と
す
る
こ
弐
三
衣
の
思
想
運
動
が
起
っ
た
。
そ
の
第
一

次
は
慈
畳
、
智
証
の
園
密
混
請
の
そ
れ
な
る
理
同
事
別
、
理
同
事
勝
の
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
二
弐
は
安
然
の
密
散
の

上
に
克
に
耀
を
加
へ
た
る
密
騨
勝
法
華
の
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
三
次
は
空
也
（
〉

U
C
8
1
2
3
の
踊
躍
念
備
及
び
型
臆

大
師
良
忍
（
〉
U
S芯
lHH昆
）
の
融
通
念
備
で
あ
っ
た
。
何
れ
も
こ
の
二
一
者
は
止
観
の
翻
心
念
怖
を
賓
際
化
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
第
四
次
は
前
民
連
べ
た
る
如
〈
恵
心
院
の
源
信
（
〉
U
Z凶
l
Eミ
）
で
あ
っ
て
、

そ
の
本
畳
怯
門
に
於
て

殆
ど
吾
姐
の
品
盟
を
磨
す
る
程
度
に
準
ま
し
め
て
、
市
も
弦
に
賞
際
化
を
得
ず
し
℃
捕
陀
法
仁
走
り
、
そ
の
著
観
心
念
備

論
に
於
て
は
止
観
の
念
備
に
止
ま
b
、
往
生
要
集
に
於
て
は
口
唱
念
備
に
準
め
る
如

3
雨
極
慮
中
の
念
備
を
主
張
し
た

の
で
あ
っ
た
。
而
も
惇
教
が
濁
b
法
華
を
宗
と
せ
る
そ
の
開
組
の
異
意
を
扱
み
て
賞
際
化
せ
し
も
の
骨
て
一
人
も
あ
ら

ゃ
、
た
刊
、
源
信
を
頭
目
と
す
る
恋
心
流
の
二
三
子
が
本
質
法
門
を
礎
揮
せ
る
や
よ
し
、
而
も
擢
教
捕
陀
訟
に
墜
落
せ
る

を
如
何
。
そ
の
他
何
れ
も
擢
賞
雑
乱
の
大
過
あ
る
を
如
何
せ
ん
。
こ
の
時
に
営
b
、
同
じ
く
叡
岳
に
皐
べ
る
に
か
、
は

ら
ず
祭
闘
は
全
然
叡
山
備
殺
と
無
関
係
な
る
南
宗
雄
臨
静
雄
の
法
憧
樹
立
に
準
み
、
法
然
ま
た
骨
℃
三
塔
の
皐
班
に
列

b
て
智
慧
第
一
法
然
房
と
稗
せ
ら
れ
し
に
か
、
は
ら
子
、
乙
れ
叉
叡
山
備
敬
と
無
関
係
に
ゐ
る
善
導
流
の
口
唱
念
備
の

創
立
に
直
進
せ
る
は
、
唯
時
代
相
臆
宗
を
聞
け
る
こ
と
は
許
し
得
る
が
、
叡
山
働
法
に
は
何
等
の
消
長
な
し
ご
い
は
ね



ば
な
ら
ぬ
u

然
る
仁
吾
組
日
造
型
人
は
天
台
に
出
家
し
て
天
台
体
敬
の
章
疏
に
造
詣
す
る
所
特
に
深
く
。
骨
て
は
天
台

惇
殺
の
衣
鉢
乞
縫
ぎ
特
に
叡
山
働
法
の
正
統
復
古
を
理
想
し
て
彼
の
雑
乱
天
台
の
革
新
に
向
っ
て
寓
丈
の
気
焔
乞
奉
「

る
と
共
に
、
樺
敬
語
師
を
訴
伏
す
る
に
於
て
完
膚
な
か
ら
し
め
、
更
に
百
尺
竿
頭
に
一
歩
を
進
め
で
は
同
じ
く
併
殺
と

共
に
法
華
経
を
宗
と
し
っ
、
、
惇
殺
の
骨
て
手
を
つ
り

y
b
し
（
付
蝿
に
あ
ら
て
そ
の
人
に
あ
ら
て
そ
の
任
に
あ
ム
宮
り
し
故
に
若
手

せ
ざ
り
し
ち
本
門
書
量
品
立
脚
の
題
目
宗
光
額
に
進
一
輔
、
以
て
末
法
偽
殺
の
基
礎
を
築
く
e
へ
き
は
太
だ
営
然
の
事
と
い

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
こ
れ
本
化
の
色
譲
と
い
以
、
本
法
の
樹
立
ご
い
ふ
の
で
あ
っ
て
法
華
経
王
赴
に
於
て
初
め
て
そ

の
到
着
す
べ
き
慮
に
到
達
し
て
よ
く
鰐
王
の
経
王
た
る
異
舗
や
稜
捧
せ
り
ぐ
』
い
は
ね
ば
な
ら
ね
。
畳
法
然
の
悌
殺
の
傍

系
的
教
義
念
悌
教
樹
立
の
比
な
ら
ん
や
。
正
に
悌
敬
正
系
の
最
后
的
礎
揮
b
E
得
た
る
も
の
、
吾
本
化
題
目
宗
な
ら
ぎ
る

ぞ
伴
ん
や
で
あ
る
。
以
上
二
面
視
に
於
て
、
五
日
人
は
吾
組
の
本
化
妙
宗
題
目
宗
の
正
統
な
る
史
的
地
位
を
明
に
し
得
た

ム
」
信
守
る
。
既
に
見
た
る
如
く
者
組
題
目
宗
唱
道
の
針
他
的
方
面
に
は
他
宗
剣
と
天
台
剣
の
二
方
面
が
あ
る
。
他
宗
剣

と
は
、
法
務
経
述
本
二
門
の
開
願
諸
法
賀
相
、
久
謹
質
成
の
二
ケ
大
事
を
提
さ
げ
て
他
宗
に
臨
み
‘
他
宗
を
比
剣
し
た

る
椛
貨
判
を
い
う
の
で
あ
る
。
天
台
判
と
は
透
門
立
脚
の
法
華
宗
を
弘
む
る
天
台
、
惇
敢
に
封
し
、
本
門
立
脚
の
法
華

宗
題
目
白
川
の
優
越
を
以
て
臨
み
、
彼
会
批
判
し
去
る
本
辿
剣
の
謂
で
あ
る
。
五
H

組
が
題
目
宗
の
旗
印
を
高
揚
し
て
常
年

の
敬
界
に
臨
む
の
日
。
必
ず
や
樺
貨
剣
、
本
連
判
の
二
大
利
創
を
振
は

5
る
乙
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
週
一
．
組

本
化
題
目
宗
創
唱
の
偽
数
・
史
的
意
義

丸



本
化
題
目
宗
創
喝
の
品
開
歌
史
的
意
昌
明

。

が
題
目
宗
を
高
揚
し
て
準
む
の
時
、
同
じ
く
法
華
経
弘
通
の
先
人
天
台
、
停
殺
に
劃
し
て
す
ら
憐
震
を
い
芦
〈
、
況
や

植
敬
語
師
を
や
の
謂
の
み
。

本
化
題
目
宗
宣
揚
の
封
他
的
方
面
は
・
貨
に
是
の
如
き
絶
針
椋
伏
主
義
に
立
つ
乙
と
を
返

す
ん
＼
も
銘
記
す
る
こ
ま
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
阪
に
題
目
宗
の
劃
他
的
方
面
の
破
邪
に
ゐ
b
，
、
絶
封
椋
伏
主
義
仁
あ

る
こ
と
を
検
し
た
。
然
ら
ば
次
に
そ
の
顕
正
的
方
面
は
知
何
、
請
う
端
を
改
め
て
之
を
遮
ぶ
る
と
し
ゃ
う
。

右
の
一
舗
は
近
〈
会
咽
さ
る
h
猿
定
な
る
『
日
蓮
宗
の
安
心
』
中
、
第
五
章
題
目
宗
の
一
部
分
で
あ
る
。
是
れ
側
者
事
情
側
の
所
謂
畿
二
山
崎
義
一
分
一
－
布
大

方
－
も
の
若
ハ
香
務
ハ
臭
予
自
ら
知
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
時
に
昭
和
五
年
晩
秋
楓
山
東
渓
楼
寮
の
一
室
に
て
之
を
記
述
以
て
楼
紳
記
者
の
机
右
に
致
す
も

の
で
あ
る
。


